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と
い
へ
り
。
ま
た
惑
織
が
紛
た
る
茶
湯
釜
得
多
く
茶
湯
申
慌
に
磁
せ

り
。
按
宇
る
に
‘
中
居
間
掛
物
師
由
来
世
百
氏
、
榊
代
石
擬
姥
命
鋭
の
民

金
を
以
て
初
て
鈴
逃
し
給
ム
よ
り
‘
鋳
物
の
業
大

K
聞
け
、
紳
孫
鍋

子
陸
河
内
聞
丹
市
都
狭
山
郷
日
位
の
庄
内
に
居
住
し
、
治
承
年
中
兵

制
臨
を
遊
け
、
能
登
図
版
至
郡
中
居
補
陀
落
下

P
、
此
捕
に
居
止
り
鋳

物
を
開
業
す
o
放
に
河
内
・
能
登
の
雨
鋳
物
師
は
、
共
の
職
道
の
鼻
組

に
て
、
殊
に
鍋
は
河
内
を
最
上
と
し
.
釜
は
能
笠
を
佳
品
と
す
。
故

K
古
来
能
笠
銭
・河
内
鍋
と
て
、
世
陀
貸
契
し
け
り
。
依
り
て
共
職
活

の
組
副
仰
を
肥
る
粧
を
も
、
河
内
固
に
鍋
宮
大
明
一
仰
と
抑
制
し
、
能
登
閣

に
は
筆
中
大
明
一
利
と
眠
併
せ
り
。
と
あ
り
。
藤
原
明
衡
の
新
猿
祭
記
民
、

鮒
園
名
産
を
悲
げ
た
る
中
に
も
、
能
登
釜
・
河
内
釜
と
見
h
、
玄
取
法

仰
の
庭
訓
往
来
に
も
、
能
登
釜
主
戦
せ
た
り
。
釜
師
怨
姥
も
も
と
中

民
的
嗣
物
姉
な
り
し
ゅ
ゑ
、
釜
を
第
一
と
な
し
け
る
に
依
り
て
、
釜
師

惑
維
と
は
呼
べ
る
な
る
べ
し
。
叉
酬
明
随
坑
引
に
一
耳
ふ
。
草
保
九
年
花
時

鎚
の
鎖
直
し
、
自
鍛
前
鋒
屋
彦
九
郎
陀
被
ν
命
.
向
山
御
所
村
側
之
内

の
地
主
借
り
て
小
屋
を
懸
け
.
鐘
続
三
所
K
M静
へ

、
銭
形
出
来
し
て
、

翠
年
古
錨
を
治
る
し
下
さ
れ
、
古
書
錨
主
解
く
べ
き
支
度
を
し
た
り

け
り
。
変
K
彦
九
郎
が
弟
京
都
民
有
り
し
が
‘
銚
は
出
掛
る
時
よ
り
も

金
滞
古
駁
志
桂

廿
七

解
く
時
が
大
都
な
る
稜
K
・帥
仰
科
陀
祈
り
、
信
心
を
以
て
解
く
べ
し

と
云
越
し
け
り
。
彦
九
郎
は
さ
ま
で
の
事
も
有
る
ま
じ
と
思
ひ
け
り
。

三
月
四
日
に
大
剖
を
し、

翌
五
日
巳
之
下
刻
俄
に
大
雨
降
出
で
、
鎚

鋭
小
屋
へ
健
常
時
ち
け
り
。
大
工
一
人
日
用
一
人
怪
我
し
け
り
。
夫
に

付
彦
九
郎
衆
付
き
て
山
の
主
友
れ
ば
春
日
の
祉
、
治
よ
び
己
が
位
所

の
事
刷
た
れ
ば
白
鎖
の
駐
へ
立
願
せ
し
に
、
一
柳
徳
践
に
い
ち
じ
る

く
・
四
月
十
五
日
に
鈴
鈎
り
、
勝
等
の
事
桝
み
て
、
同
廿
六
日
に
城

内
越
後
屋
敷
の
鎚
桜
へ
揚
り
、
二
六
時
中
の
鐙
の
響
き
夜
に
ま
し
日

に
ま
し
、
践
に
回
出
た
き
鎚
の
音
な
り
と
.
勝
人
彦
九
郎
が
名
仁
な

る
w
舶
を
春
め
け
り
。
彦
九
郎
は
榊
徳
の
有
歎
さ
の
飴

p
・
自
殺
持
明

院
の
山崎
居
の
伺
酬
を
庇
か
ね
に
て
銭
立
懸
け
た
り
c
稀
代
の
細
工
哉
と

人
々
目
を
驚
か
せ
り
o
と
あ
り
。
此
の
仰
慨
に
州
掛
れ
ば
、
白
績
の
額

を
元
極
寒
維
の
作
と
い
ふ
は
非
也。

O
勘
兵
衛
殿
町

他
局
記
に
云
ふ
。
白
銭
前
よ
り
玉
井
氏
邸
地
の
後
へ
か
け
て
、
h
H
d

ド
シ
町
と
俗
忙
呼
べ

p
o
且
正
は
勘
兵
衛
殿
町
の
呼
ぴ
訣
り
也
。
昔
津

田
勘
兵
衛
の
居
邸
此
所

K
在
り
し
故
の
遺
名
也
と
い
へ
り
。
今
は
悶

畑

K
成
れ
り
と
。
平
衣
按
・ヂ
る
に
、
貞
平
二
年
の
自
殺
狩
明
院
由
来

五
九




